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　NC ベース P の設計ルーチンは、各種汎用構造計算ソフトに組み込まれておりますが、ブレースがついている場合は、
必要によりブレースによる補正応力などを考慮して設計する必要があります。
　「ブレース付き柱脚の設計について」はブレースの偏心がないと仮定して算出された応力を元にブレースによる補正
応力を考慮したブレース付き柱脚の設計をする方法を提案するものです。

前提条件

設計フロー

1. ブレースのガセットプレートは、柱内部はベースプレートに溶接する。
　　（柱外部は溶接不可）

2. ブレース偏心の影響を無視した形（ブレースの材長の変化・偏心による
　全体の剛性への影響など）で一通りの設計が完了している。

3. ブレース狙い点の偏心によって、ブレースの水平力分担率は変わらない
　ものとする。

設計計算

柱脚設計応力の抽出

ブレース狙い芯の偏心による補正応力の算出

柱脚の２次設計

補正後せん断応力が終局せん断耐力以内である確認

設計用応力の補正 ・曲げモーメント (Mud) ・せん断力 (Qud)

・曲げモーメント (Md)

保有水平耐力≧必要保有水平耐力×1.1 を確認

・(MTeh)(Meh)

・( 短期応力 )( 終局時 )

※ブレース偏心の影響を無視した形計算

・せん断力 (Qd)

補正後曲げ応力が
終局曲げ耐力以内の場合

補正後曲げ応力が
終局曲げ耐力を超える場合

完　了

完　了

柱脚の１次設計

許容曲げ耐力・許容せん断耐力以内であることを確認（短期）

設計用応力の補正（短期）

水平方向偏心

RC 基礎部の設計NC ベースのせん断耐力が足りない場合の設計

・(Mev)鉛直方向偏心

1

RC の床スラブ支圧耐力の検討7

2

3

4

5

6 柱負担せん断力を割引き補正
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ブレース付き柱脚の設計について

前提条件・設計フロー

NC ベース P

ブレース付柱脚の概念図



ブレース付き柱脚の設計について

基本事項

一貫計算ソフト（SS3) で応力計算

一貫計算ソフト（SS3) で応力計算をします。（X方向の左からの地震による応力により計算する場合）

一貫計算ソフト（SS3) の増分解析結果

NCベースP（下ナット方式）は第一層のDS値 0.05 割増不要

他の汎用構造計算ソフトも同様に使用できます。詳しくはお問合せください。

（保有水平耐力は必要保有水平耐力の 1.1 倍以上）

（材長補正）
偏心 ev による付加曲げMev'、ブレース軸力の鉛直分力Nv考慮
偏心 ev による付加曲げMev 考慮
偏心 ev による付加曲げMev'、ブレース軸力の鉛直分力Nv考慮

1 . 設計計算

・一貫計算ソフト（SS3) の応力結果を「NCベース P柱脚検定」（赤・青コンパチブル）にインポートします。
・「柱脚部ー耐力情報・応力グラフ」タブを選択します。
・ブレース軸力から水平、垂直方向の分力を算定します。

「NCベース P柱脚検定」プログラム：計算結果取り込み後の画面

2 . 柱脚設計応力の抽出

設計例

ブ レ ー ス：
　 柱 ：
基 礎 梁：
柱脚アンカー：

一貫計算ソフトの解析結果
一貫計算ソフトの解析結果
（付加曲げ）
付加曲げMev 考慮した耐力低減

ブ レ ー ス：
　 柱 ：
基 礎 梁：
柱脚アンカー：

ブレース軸力による鉛直軸力増分、せん断力増分を考慮
ブレース水平偏心分ねじりモーメント考慮したせん断耐力設計
ブレース軸力による鉛直軸力増分、せん断力増分、付加曲げを考慮

柱下部（接続部）：
柱脚アンカー：
ＲＣ基 礎 部：

［ 応 力 解 析 ］

［ 断 面 算 定 ］

［ 部 材 耐 力 ］

［ 保有水平耐力 ］

［ D s 判 定 ］

［ せん断保証設計 ］

短期地震時 -742 451 3485 3929 3376 -2010
終局時 -1659 1490 5271 5709 4906 -2920

N(kN) M(kNm) Q(kN) Pv(kN) Qv(kN) Nv(kN)
柱脚応力 ブレース軸力

Pv から分力
を算定 02

SS3 から
の応力



　前項で抽出した柱脚設計応力はブレースの偏心が無いものとして算出されているため、ブレース付き柱脚用に

補正応力を求めます。

　補正応力は [ 水平方向偏心 ]、[ 鉛直方向偏心 ] による応力を以下の式から求めます。

[ 水平方向偏心による付加モーメント ]

Meh＝Nv・eh 

MTeh＝Qv・eh Mev＝Qv・ev 

[ 鉛直方向偏心による付加モーメント ]

3 . ブレース狙い芯の偏心による補正応力の算出
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短期地震時 3929 3376 -2010
終局時 5709 4906 -2920

Pv(kN) Qv(kN) Nv(kN)

設計寸法

ブレース軸力

50 300 663
eh(mm) ev(mm) d1(mm)

eh：ブレース芯・柱芯間の水平偏心距離（設計図書より）

ev：ブレース柱交点とベース底面間の鉛直距離（設計図書より）

d1：外側ボルト列間距離（NCベース P資料より）

Pv：ブレース軸力

Qv：ブレース軸力の水平分力（Pvより算出）

Nv：ブレース軸力の鉛直分力（Pvより算出）

MTeh：水平偏心 ehによる柱捩りモーメント

Meh：ブレース水平偏心による付加曲げモーメント

Mev：ブレース鉛直偏心による付加曲げモーメント
短期地震時 168.8 100.5 1012.8
終局時 245.3 146.0 1471.7

MTeh(kNm) Meh(kNm) Mev(kNm)
偏心による応力

構造計算プログラムより

ブレース付き柱脚の設計について

d1

eh

Meh

MTeh

Mev

PV

Qv

NvNveh

ev

ブレース芯

柱芯



[ 曲げモーメント] ※1

Md ＝ M+Mev+Meh 

　   ＝ 451＋1012.8＋100.5
　   ＝ 1564.3　（kNm）
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[ せん断力 ]
Qd ＝ Q+MTeh/d1

　   ＝ 3485＋168.8/0.663
　   ＝ 3739.6　（kN）

4 . 柱脚の１次設計

「3. ブレース狙い芯の偏心による補正応力の算出」で算出したブレース付き柱脚用の補正応力（短期地震時）を
使って 1次設計の数値を補正します。

※1設計曲げ応力の補正の方針 

　ブレースの偏心によって、加力方向と加力直交方向の付加曲げMev,Meh が生じます。
　柱と柱脚は正方形であり、互いに直交する方向の耐力は等しくなります。二軸応力状態の耐力は、
Mx/Mxa+My/Mya＜1 で判定するとすると、Mxa=Mya=Ma からMx+My＜Ma　で判定できます。
　側柱では、長期荷重時の直交曲げ成分、捩れ変形が大きい場合の直交方向の曲げ応力成分などは、
一貫計算ソフトの結果に含まれているものと考えます。

「NCベース P柱脚検定」プログラム：補正前の画面 補正前の応力

曲げモーメント（短期）M： 451（kNm）

せん断力（短期）　　　Q： 3485    （kN）

「NCベース P柱脚検定」プログラム：補正後の画面
補正後の応力

曲げモーメント（短期）M：

Qd/Qa＞1.0

Md/Ma＜1.0

1564.3（kNm）
せん断力（短期）　　　Q： 3739.6（kN）

NG

OK

ブレース付き柱脚の設計について

補正応力を入力するカラム

判定：「M」「Q」の「OK」を確認

Ｍの判定が「NG」の場合は
断面変更

補正後の応力

補正後

せん断耐力が不足しているため、床スラブ
の支圧耐力などを取り入れる必要がある。

Ｑの判定が「NG」の場合も偏心応力
によるチェックは継続

Ｑの判定が「NG」の場合も偏心応力
によるチェックは継続



[ 曲げモーメント] ※1

Mud ＝ Mu+Mev+Meh 

　   ＝ 1490＋1471.7＋146
　   ＝ 3107.7　（kNm）

[ せん断力 ]
Qud ＝ Qu+MTeh/d1

　   ＝5271＋245.3/0.663
　   ＝ 5641.0　（kN）

5 . 柱脚の 2 次設計

「3. ブレース狙い芯の偏心による補正応力の算出」で算出したブレース付き柱脚用の補正応力（終局時）使って
２次設計の数値を補正します。

「NCベース P柱脚検定」プログラム：補正前の画面 補正前の応力

曲げモーメント（終局）Mu： 1490（kNm）

せん断力（終局）　　　Qu： 5271    （kN）

「NCベース P柱脚検定」プログラム：補正後の画面

補正後の応力

曲げモーメント（終局）Mu：

Qud/Qp＞1.0

Mud/Mp＜1.0
の場合

Qud/Qp＜1.0

Mud/Mp＞1.0

3107.7（kNm）

せん断力（終局）　　　Qu：5641.0（kN）

ブレース付き柱脚の設計について

補正応力を入力

Mが NGの場合は、柱負担せん断力を
割引補正する必要がある

Qが NGの場合は、床スラブの支圧耐力
などを取り入れる必要がある

判定：「M」「Q」の「OK」を確認

NG

NG

OK

OK

補正後の応力
完　了

補正後

補正後曲げ応力が終局曲げ耐力以内

ベースプレートをスラブ内に埋め込み、
コンクリートの支圧でせん断力を伝達する
など別途対応する必要あり。

補正後せん断応力が終局せん断耐力以内
である確認

05
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せん断耐力が不足しているため、床スラブ
の支圧耐力などを取り入れる必要がある。

Ｍ、Q, の判定が「NG」の場合も
偏心応力によるチェックは継続

Ｍ、Q, の判定が「NG」の場合も
偏心応力によるチェックは継続

(P6)
以降ご参照

06 (P6) 以降ご参照



5 . 柱脚の 2 次設計

[1. 補正後曲げ応力が終局曲げ耐力以内の場合 ]

Mud/Mp＜1.0

[2. 補正後曲げ応力が終局曲げ耐力を超える場合 ]

Mud/Mp＞1.0

ブレース付き柱脚の設計について

OK NG

完　了 柱負担せん断力を割引き補正

保有水平耐力は補正前後で同じ 柱脚に早期にヒンジが発生するため
柱せん断力は減少

ブレース偏心
による付加曲げ

偏心がない時の
終局曲げ耐力

偏心により耐力が減る
柱負担せん断力
が減少

付加曲げ応力に
よる終局耐力の
減少後の耐力

内
法
階
高
h

06



6 . 柱負担せん断力を割引き補正

ΔMu ＝Mud-Mp＝3107.7-1757（柱Mp）＝1350.7（kNm）

ΔQu＝SΔQui＝4×162.3＝649.2（kN）

Qu'＝Qu-ΔQu＝45385.4-649.2＝44,736.2（kN）

Qu'/Qun＝44736.2/30363.2＝1.47

補正後保有水平耐力Qu'≧必要保有水平耐力Qun×1.1 を確認

ΔQui＝ΔMu/h＝1350.7/（9.17-0.85）＝162.3（kN）

ここで、　h  ：内法階高
　　　　Mp：降伏曲げモーメント
　　　　　　（柱Mp、NCベースMpの小さい方）

各柱の負担せん断力補正値を集計

 （X方向ブレースは4箇所 /階 )

NC ベースMP

補正後MUD

鋼管MP

[１階保有水平耐力の補正 ]

[ 保有水平耐力の補正 ]

（SS3 構造計算書より）

ブレース付き柱脚の設計について

44,736.2 1.47 O K

07

柱MP（柱終局耐力）

NCベースMP
（このケースは、NCベースMP＞柱MP）



1.  NC ベースおよび RC基礎部のせん断耐力が足りない場合

〈床スラブの支圧耐力の活用〉 
NC ベースのせん断耐力が足りない場合A

08

ブレース付き柱脚の設計について

7 . R C 床スラブ支圧耐力の検討

操作は、1次設計・終局設計同じです。

算定フロー

「床スラブの支圧耐力を活用する場合」の画面が開く

[ 柱脚部ー耐力情報・応力グラフ ]の
「NG」のコラムをダブルクリックする

青モード赤モード 共通

「NCベース P柱脚検定」（赤・青コンパチブル）：柱脚部ｰ耐力情報・応力グラフ

a. 柱前面に床スラブが十分にある場合 b. 柱前面に床スラブが十分にない場合

判定（Q) に「S-OK」が表示

判定（Q) に「NG」が表示

判定が「OK」になるまで
条件を変更して再計算

詳細は
a. 柱前面に床スラブが十分にある場合：09
b. 柱前面に床スラブが十分にない場合：10
を参照
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ブレース付き柱脚の設計について

7 . R C 床スラブ支圧耐力の検討

設計せん断応力から、NCベースのせん断耐力の最大値を引いた、「せん断耐力の不足分」と、
　　に表示された「床スラブの支圧耐力」を比較します。

耐力判定（短期、終局）が「OK」になるまで、床スラブのコンクリート強度・スラブ厚等を
変更して、再計算します。

「NG」が続く場合は、NCベース下面にシャープレートを設置する等の別途対策を講じる
必要があります。

「柱前面に床スラブが十分にある場合」
をクリックする

「計算」ボタンを押す

スラブの支圧耐力の計算結果
計算開始

必要事項を入力する

・床スラブのコンクリート強度
・床スラブのNCベース下面から床スラブ
  上面までの厚さ寸法
・柱の材質（冷間、熱間）を選択

「床スラブの支圧耐力を活用する場合」画面

a. 柱前面に床スラブが十分にある場合

1

1

3

3

4

4

4

2

2

青モード赤モード 共通
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ブレース付き柱脚の設計について

7 . R C 床スラブ支圧耐力の検討

床スラブの有効巾によるせん断面積からせん断耐力を計算し、床スラブの支圧耐力計算結果
と比較し、小さい方を、床スラブの支圧（せん断）耐力とする。

耐力判定（短期、終局）が「OK」になるまで、床スラブのコンクリート強度・スラブ厚等を
変更して、再計算します。

「NG」が続く場合は、NCベース下面にシャープレートを設置する等の別途対策を講じる
必要があります。

「柱前面に床スラブが十分にない場合」
をクリックする

「計算」ボタンを押す
床スラブの有効せん断耐力と
支圧耐力結果の小さい方

計算開始

必要事項を入力する

・床スラブのコンクリート強度
・床スラブのNCベース下面から床スラブ
  上面までの厚さ寸法
・柱の材質（冷間、熱間）を選択

「床スラブの支圧耐力を活用する場合」画面

b. 柱前面に床スラブが十分にない場合

1

1

4

3

4

「せん断力を受ける側に
ある、床スラブの有効巾」
を入力する。

3

5

5

2

2

青モード赤モード 共通



〈床スラブの支圧耐力の活用〉 
RC 基礎のせん断耐力が足りない場合B
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ブレース付き柱脚の設計について

7 . R C 床スラブ支圧耐力の検討

操作は、1次設計・終局設計同じです。

算定フロー

以降、基本的に柱脚部の計算と同じ

[ せん断・アンカーボルト定着計算 ]の
「NG」のコラムをダブルクリックする

「NCベース P柱脚検定」（赤・青コンパチブル）せん断力・アンカーボルト定着計算

赤モードの場合

判定（Q) に「NG」が表示

RC柱型部のせん断耐力を向上する方法としては、フープ鉄筋の量を増やす・RC柱型の外形
寸法を大きくする等がある。



7 . R C 床スラブ支圧耐力の検討
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〈床スラブの支圧耐力の活用〉 
RC 基礎のせん断耐力が足りない場合C

ブレース付き柱脚の設計について

操作は、1次設計・終局設計同じです。

算定フロー

以降、基本的に柱脚部の計算と同じ

[ 柱型部ｰ耐力情報・応力グラフ ]の
「NG」のコラムをダブルクリックする

「NCベース P柱脚検定」（赤・青コンパチブル）柱型部ｰ耐力情報・応力グラフ

判定（Q) に「NG」が表示

RC柱型部のせん断耐力を向上する方法としては、フープ鉄筋の量を増やす・RC柱型の外形
寸法を大きくする等がある。

青モードの場合



2.  一般的な RC基礎部の設計 （NCベース P柱脚検定（赤・青コンパチブル）   赤モード　　青モード　による）

〈RC基礎部が地中梁の上部に立上がっていない場合〉

〈RC基礎部が地中梁の上部に立上がっている場合〉

〈シャープレートなどによりせん断耐力を確保する〉

13

赤モード

赤モード

青モード

青モード 共通

ブレース付き柱脚の設計について

7 . R C 床スラブ支圧耐力の検討

赤・青ともに、[NC ベースの耐力検定用に、ブレースによる偏心曲げモーメントを追加した後の応力 ]
による耐力検定を行います。（RC基礎部は偏心応力が補正済みになっています。）

赤モードでは、対応できません。

[ 立上高さ×柱脚せん断力 ] の付加曲げモーメントを [RC 基礎部の応力 ] に追加して下さい。
この応力によって、立上筋・フープ筋の検定を行います。
( ブレースが付いていない場合にも同様な操作を行ってください。）

最外部にある柱に、外向きの大きな圧縮力の作用するブレースが付いている場合は、外側に有効な
床スラブが無い場合が多いです。

外側に圧縮力が作用するようなブレースの配置は、避ける方が合理的と考えらえます。

ベースプレートにシャープレートを加工取り付けすることになり、加工設計・加工方法・建て方
（マンジュウ設置等）が煩雑になり、推奨しかねます。

青モード赤モード 共通

補足D



鉄骨詳細図 1
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軸組図
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